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塩
小
路
通
か
ら
下
京
区
総
合
庁
舎
の
玄

関
へ
通
じ
る
赤
レ
ン
ガ
の
通
路
の
脇
に
、

下
京
区
誕
生
１１０
周
年
を
記
念
し
て
整
備
さ

れ
た
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
庭
園
は
、

平
成
元
年
に
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
現

区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
の
皆
さ
ん

の
募
金
に
よ
り
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
２０
年

近
く
の
歳
月
が
経
ち
、
さ
つ
き
の
植
栽
が

枯
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

下
京
区
誕
生
１３０
周
年
を
来
年
３
月
に
控

え
、
去
る
６
月
２
日
に
財
団
法
人
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
環
境
財
団
か
ら
さ
つ
き
の
寄
付
を
受

け
、
庭
園
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
庭
園

に
込
め
ら
れ
た
、
下
京
区
の
歴
史

と
新
た
な
未
来
へ
の
思
い
を
受
け

継
ぎ
、
下
京
区
１３０
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
で
は
、
来
年
に
向
け

て
記
念
式
典
な
ど
の
準
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

食
中
毒
と
は
、
体
に
有
毒
、
有

害
な
物
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す

る
こ
と
で
、
主
に
急
性
の
胃
腸
症

状
（
腹
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
下

痢
）を
起
こ
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
年
中
見
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
夏

に
な
る
と
、
細
菌
や
カ
ビ
を
始
め

と
す
る
病
原
微
生
物
が
繁
殖
し
や

す
く
な
る
た
め
、
食
中
毒
の
発
生

件
数
が
増
え
ま
す
。

食
中
毒
は
、
微
生
物
が
体
に
入

り
増
え
て
症
状
を
起
こ
す
「
感
染

型
」
と
、
微
生
物
が
つ
く
っ
た
毒

素
の
み
で
症
状
を
起
こ
す
「
毒
素

型
」
に
分
か
れ
ま
す
。「
感
染
型
」

の
代
表
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

Ｏ
１５７
（
牛
肉
）、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

（
鶏
卵
）、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
菌

（
鶏
肉
・
レ
バ
ー
）で
す
。
一
方
、

「
毒
素
型
」
は
、
ブ
ド
ウ
球
菌
が

産
生
す
る
毒
素
が
有
名
で
、
以
前

乳
製
品
の
製
造
過
程
で
混
入
し
、

大
規
模
な
食
中
毒
事
件
に
発
展
し

た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ド
ウ
球

菌
は
「
膿
（
う
み
）
を
つ
く
る
」

化
膿
性
細
菌
の
代
表
で
、
指
先
の

傷
が
化
膿
し
た
場
合
そ
の
指
で
調

理
を
す
る
と
、
毒
素
で
食
材
が
汚

染
さ
れ
る
た
め
食
中
毒
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

食
中
毒
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

次
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

１

菌
を
つ
け
な
い

食
材
に
触
る
前
、
生
魚
や
食
肉

に
触
っ
た
後
な
ど
は
、
石
け
ん
で

手
を
丁
寧
に
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

野
菜
や
果
物
も
生
で
食
べ
る
な
ら

よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。
包
丁
や
ま

な
板
な
ど
の
調
理
器
具
も
、
生
魚

や
食
肉
の
調
理
に
使
っ
た
後
は
、

特
に
よ
く
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

２

菌
を
ふ
や
さ
な
い

調
理
し
た
料
理
は
、
熱
い
ま
ま

す
ぐ
に
食
べ
る
の
が
原
則
で
、
食

べ
な
い
な
ら
室
温
で
放
置
せ
ず
素

早
く
冷
蔵
し
、
５
℃
以
下
に
保
ち

ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
冷
蔵
庫
内

で
も
長
期
間
の
保
存
は
決
し
て
安

全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３

菌
を
や
っ
つ
け
る

食
品
を
十
分
加
熱
し
、
危
険
な

微
生
物
を
死
滅
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

特
に
肉
類
、
卵
、
魚
は
、
十
分
加

熱
し
ま
し
ょ
う
。
調
理
済
み
食
品

の
十
分
な
再
加
熱
も
大
切
で
す
。

京
都
市
立
病
院
感
染
症
内
科
部
長

清
水
恒
広
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食中毒への注意 

門
川
市
長
か
ら
の
感
謝
状
を

神
谷
区
長
が
贈
呈

田
頭

喜
代
志（
成
徳
）

中
村

弘
和
（
成
徳
）

西
村

泰
一
（
淳
風
）

大
頭

美
子
（
醒
泉
）

福
井

雅
子
（
修
徳
）

石
田

静
子
（
有
隣
）

若
林

陽
子
（
有
隣
）

加
藤

宇
一
（
植
柳
）

石
川

早
苗
（
稚
松
）

森

慶
子

（
稚
松
）

中
川

武
雄
（
菊
浜
）

白
江

�
生
（
安
寧
）

井
上

正
也
（
皆
山
）

嶋
中

美
保
（
大
内
）

津
田

晃

（
七
三
）

小
林

節
子
（
崇
仁
）

辻
浦

喜
代
子（
崇
仁
）

�
順
不
同
・
敬
称
略
�

６
月
１９
日
に
ひ
と
・
ま
ち
交
流

館
京
都
で
、市
民
憲
章
推
進
者
の

市
長
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
憲
章
は
、
京
都
を
美
し
く

豊
か
に
す
る
た
め
、
市
民
の
守
る

べ
き
規
範
と
し
て
、
市
民
参
加
の

も
と
昭
和
３１
年
５
月
に
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

毎
年
定
め
ら
れ
る
推
進
テ
ー
マ

と
実
践
目
標
に
基
づ
き
、
市
民
憲

章
を
永
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
推

進
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
門
川

市
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

新
し
い
高
齢
受
給
者
証

を
お
送
り
し
ま
す

京
都
市
国
民
健
康
保
険（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
７０
〜
７４
歳
（
昭

和
８
年
８
月
２
日
〜
昭
和
１３
年
７

月
１
日
生
ま
れ
）
の
方
が
お
持
ち

の
高
齢
受
給
者
証
は
、
７
月
３１
日

で
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、
８

月
１
日
以
降
に
ご
使
用
い
た
だ
く

新
し
い
受
給
者
証
を
７
月
中
に
郵

送
で
お
届
け
し
ま
す
。
お
手
元
に

届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
に
誤

り
な
ど
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
古
い
受
給
者
証
は
保
険
年

金
課
へ
お
返
し
い
た
だ
く
か
、
細

か
く
刻
ん
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

負
担
割
合
が
３
割
の
方

は
、
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す

世
帯
の
前
年
の
収
入
が
次
の
基

準
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
負
担

軽
減
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

�
国
保
世
帯
内
の
本
人
を
含
め
た

７０
〜
７４
歳
の
方
の
収
入
の
合
計

額
が
５２０
万
円
未
満
（
本
人
の
み

の
場
合
は
３８３
万
円
未
満
）

�
国
保
世
帯
内
に
本
人
以
外
に
７０

〜
７４
歳
の
方
が
い
な
い
場
合
で
、

本
人
の
市
民
税
課
税
所
得
が
１４５

万
円
以
上
か
つ
収
入
が
３８３
万
円

以
上
あ
り
、
国
保
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
な
り

国
保
の
世
帯
主
と
同
一
の
世
帯

に
継
続
し
て
属
し
て
い
る
方
を

含
め
た
収
入
の
合
計
額
が
５２０
万

円
未
満

申
請
が
認
定
さ
れ
る
と
、
負
担

割
合
が
１
割
に
な
る
か
（
�
の
場

合
）、高
額
療
養
費
の
一
部
負
担
金

限
度
額
が
「
一
般
」
と
同
じ
額
に

据
え
置
き
（
�
の
場
合
）
に
な
り

ま
す
。
適
用
は
、
申
請
し
た
月
の

翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

�

保
険
年
金
課
資
格
担
当
（
�

３７１
・
７
２
５
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
及
び
市
老
人
医
療

の
受
給
者
の
う
ち
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
、
入
院
時
に
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金
の
「
１
か
月
」
当
た
り
の

上
限
額
が
、
４
万
４
千
４００
円
か
ら
２
万

４
千
６００
円
（
世
帯
収
入
が
一
定
基
準
以

下
の
場
合
は
１
万
５
千
円
）
に
減
額
さ

れ
ま
す
。

こ
の
減
額
制
度
の
適
用
を
受
け
る
に

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
受
給
者
は
保
険
年
金
課
に
、
市

老
人
医
療
受
給
者
は
福
祉
介
護
課
に
申

請
し
て
、
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
は
７
月
３１
日

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
限
度
額
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
８
月
中
に
改
め
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
新
規
の
申
請
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

�

後
期
高
齢
者
医
療
は
保
険
年
金
課

保
険
給
付
担
当（
�
３７１
・
７
２
５
４
）、

市
老
人
医
療
は
福
祉
介
護
課
福
祉
医
療

担
当
（
�
３７１
・
７
２
１
６
）

平
成
２０
年
度
市
民
税
額
の
決
定
を
受
け
て
、
平

成
２０
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
が
正
式

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
月
中
旬
に
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
す
る
内
容
は
、
次
の
ア
か
ら
ウ
の
と
お

り
で
す
。

ア

４
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）

さ
れ
て
い
る
方

平
成
２０
年
度
の
正
式
な
保
険
料
額
と
、
１０
月
以

降
の
偶
数
月
に
特
別
徴
収
す
る
保
険
料
額
。

イ

７
月
以
降
に
保
険
料
を
納
付
い
た
だ
く
方

平
成
２０
年
度
の
保
険
料
額
と
、
７
月
以
降
の
保
険

料
の
納
付
方
法（
７
月
〜
来
年
３
月
が
普
通
徴
収
に
な

る
場
合
と
、
７
月
〜
９
月
は
普
通
徴
収
で
１０
月
以
降

は
偶
数
月
に
特
別
徴
収
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

ウ

１０
月
以
降
に
保
険
料
を
納
付
い
た
だ
く
方
（
会

社
の
健
康
保
険
、
政
府
管
掌
保
険
、
公
務
員
の
共
済

組
合
な
ど
の
被
用
者
保
険
に
、
被
扶
養
者
と
し
て
加

入
さ
れ
て
い
て
保
険
料
を
負
担
し
て
い
な
か
っ
た
方
）

平
成
２０
年
度
の
保
険
料
額
と
、
１０
月
以
降
の
納
付

方
法
。

※
な
お
、
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
平
成
２０
年
７

月
３１
日
と
な
っ
て
い
る
方
に
、
新
し
い
被
保
険
者
証

を
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

�

保
険
年
金
課
資
格
担
当
（
�
３７１
・
７
２
５
２
）
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入入院院時時一一部部負負担担金金がが
減減額額さされれるる場場合合ががあありりまますす

京
都
市
市
民
憲
章
推
進
者

市
長
表
彰

共に進めよう「地域力」を生かしたまちづくり
～「笑顔」、「夢」、「生きがい」あふれるまち京都へ～

（平成２０年推進テーマ）

下京区から１７人が表彰されました

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

下
京
区
誕
生
１１０
周
年
記
念
庭
園
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

三菱東京ＵＦＪ銀行
常務執行役員横越氏
と下京市政協力委員
連絡協議会渡邊会長
による鍬入れ式

「「ささつつきき」」をを
ごご寄寄付付いいたただだききままししたた
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表表彰彰をを受受けけらられれたた皆皆ささんん
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